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主催：公益社団法人 日本建築家協会／企画：カーボン・ニュートラル特別委員会
公益社団法人日本建築家協会 本部事務局
〒150-0001 東京都渋谷区神宮前2-3-18 JIA館4F
E-Mail：cns@jia.or.jp  HP：http://www.jia.or.jp

2050年カーボンニュートラル実現へ建築家がやるべきことは何か
2050年温室効果ガス排出量実質ゼロを2020年秋に政府が目標として掲げて以来、各分野の動きが急になっています。その実現のためにJIAの建築家が

率先してやるべきことは何なのか。今こそ、環境の形成や持続可能性に関わる専門家として、共に考え、共に答えを出そうではありませんか。
2050年カーボンニュートラル実現のため、JIA会員が先頭に立って建築界の智恵と力を結集して実践してまいりましょう。

2050カーボンニュートラル連続セミナー

2050年環境理想都市づくりに向けて
　本物は何か 考える喜び つくる喜び
　建築家の哲学と実践

2000年の建築関連5団体による「地球環境・建築憲章」発表の前年
1999年策定の「JIA環境行動指針」によりJIAの環境活動は途切れず
に現在まで継続しています。四半世紀に及ぶJIAの環境活動を初期
から長年にわたり牽引された中村勉氏から2050年脱炭素社会に向け
ての建築家の実践行動の基本のお話を伺います。2008年の中村氏の
提言（中央環境審議会21世紀環境立国戦略特別部会「2050年環境
理想都市づくりに向けて」）やその後の具体的な5都市を採り上げ
た研究実績を踏まえ、実践する建築家のあり方についての示唆に
富むお話です。
第3期テーマ「まちとカーボンニュートラル」を考える上で欠かせ
ないキーワード「日本の文化」「個と環境の重要性」「縮小の時代
の幸福な社会」「小さな単位で自立する環境世界」などを深堀り
して頂きます。
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＜注意事項＞

＜ 接 続 ＞

★ミーティング参加者名は申込者名としてフルネームとして下さい。
　例：山田花子/漢字等日本語
　参加者名が不正確な場合、CPD単位が付与できない可能性があります
・セミナーは録画しますので予めご了承下さい。
・参加者の方の録音、録画は固くお断り致します。
・諸事情でご視聴頂けなかった場合、主催側の当日対応はできません。
・参加登録(お申込み)は、当日視聴を確約するものではありません。
　1000名までの先着順になります。ご理解の程よろしくお願いします。
当日17：00～接続できます。直前に集中しないよう早めの接続をお願いします。

会 場 ①
定 員 ①
会 場 ②
定 員 ②

参加資格
参 加 費
C P D

申込方法
申込URL

：オンライン／ZOOM Webinar
：1000名（PC1000台）
：建築家会館1F大ホール※（渋谷区神宮前2-3-16）
：40名（申込先着順。受付後、会場案内をお送りします）
　※感染症対策で同会館使用中止の場合は速やかにご連絡します。
：JIA会員・会員外とも可
：無料（複数名同室視聴可）
：ＣＰＤ認定プログラム（2単位）
　※CPD単位付与に必要なCPDIDを申込フォームに必ず記入してください。
：URLをクリック又はQRコードからお申込みください
：https://forms.gle/tLEft3pjNhpxckmEA
　※第2期、第3期で申込済みの方は重複申込の必要はありません。

申込QRコード▶

・第1回：7/ 8(木) 講師：前真之氏
・第2回：7/15(木) 講師：山田貴宏氏
・第3回：7/22(木) 講師：諸富徹氏
・第4回：8/12(木) 講師：竹内昌義氏・新井優氏
・第5回：8/19(木) 講師：伊礼智氏
・第6回：8/26(木) 講師：田辺新一氏
・第1回：11/11(木) 講師：伊香賀俊治氏
・第2回：11/25(木) 講師：腰原幹雄氏、網野禎昭氏
・第3回：12/16(木) 講師：三浦秀一氏、武部豊樹氏
・第4回： 2/ 3(木) 講師：古川保氏、西方里見氏
・第5回： 3/ 3(木) 講師：岡田早代氏、伊香賀俊治氏
・第6回：04/14(木)講師：鈴木大隆氏
・第1回：06/23(木) 講師：篠節子氏、金城優氏、伊志嶺敏子氏

・第2回：08/18(木) 講師：石黒健太氏、須永修通氏
http://www.jia.or.jp/news/detail.html?id=1321

◆第1期セミナー

◆第2期セミナー

◆第3期セミナー
 
◆セミナー動画URL

初のオンライン＋リアルイベント！
会場参加ご希望の方は一般申込の他に、
メールにて会場参加へのお申込が必要です。
◆申込先：cns@jia.or.jp
◆記載事項：氏名・メールアドレス・電話番号
参加の可否をメールにてご返信いたします。
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2050年カーボンニュートラル実現へ建築家がやるべきことは何か
2050年温室効果ガス排出量実質ゼロを2020年秋に政府が目標として掲げて以来、各分野の動きが急になっています。その実現のためにJIAの建築家が

率先してやるべきことは何なのか。今こそ、環境の形成や持続可能性に関わる専門家として、共に考え、共に答えを出そうではありませんか。
2050年カーボンニュートラル実現のため、JIA会員が先頭に立って建築界の智恵と力を結集して実践してまいりましょう。

2050カーボンニュートラル連続セミナー

＜注意事項＞

＜ 接 続 ＞

★ミーティング参加者名は申込者名としてフルネームとして下さい。
　例：山田花子/漢字等日本語
　参加者名が不正確な場合、CPD単位が付与できない可能性があります
・セミナーは録画しますので予めご了承下さい。
・参加者の方の録音、録画は固くお断り致します。
・諸事情でご視聴頂けなかった場合、主催側の当日対応はできません。
・参加登録(お申込み)は、当日視聴を確約するものではありません。
　1000名までの先着順になります。ご理解の程よろしくお願いします。
当日17：30～接続できます。直前に集中しないよう早めの接続をお願いします。

・第1回：7/ 8(木) 講師：前真之氏
・第2回：7/15(木) 講師：山田貴宏氏
・第3回：7/22(木) 講師：諸富徹氏
・第4回：8/12(木) 講師：竹内昌義氏・新井優氏
・第5回：8/19(木) 講師：伊礼智氏
・第6回：8/26(木) 講師：田辺新一氏
・第1回：11/11(木) 講師：伊香賀俊治氏
・第2回：11/25(木) 講師：腰原幹雄氏、網野禎昭氏
・第3回：12/16(木) 講師：三浦秀一氏、武部豊樹氏
・第4回： 2/ 3(木) 講師：古川保氏、西方里見氏
・第5回： 3/ 3(木) 講師：岡田早代氏、伊香賀俊治氏
・第6回：04/14(木)講師：鈴木大隆氏
・第1回：06/23(木) 講師：篠節子氏、金城優氏、伊志嶺敏子氏

http://www.jia.or.jp/news/detail.html?id=1321

◆第1期セミナー

◆第2期セミナー

◆第3期セミナー
◆セミナー動画URL

会 場
定 員
参 加 費
C P D

申込方法
申込URL

：オンライン／ZOOM Webinar
：1000名(PC1000台)／JIA会員・会員外とも可
：無料(複数名同室視聴可)
：ＣＰＤ認定プログラム（2単位）
　※CPD単位付与に必要なCPDIDを申込フォームに必ず記入してください。
：URLをクリック又はQRコードからお申込みください
：https://forms.gle/tLEft3pjNhpxckmEA
　※第2期で申込済みの方は重複申込の必要はありません。

集まって住む
コモンズがつくるカーボンニュートラル

第3期テーマ「まちとカーボンニュートラル」の第1回では、各地の
地域性・文化性の違いから生まれる環境負荷の小さい建築によるま
ちづくりを採り上げ、建築物省エネ法告示786号二項認定による「気
候風土適応住宅」について、法の成り立ちと地域での取組み実例を
学びました。
第2回は都市部で検討すべき住宅のあり方として「集まって住む」こ
とを考えます。古くて新しいコモンズが建築、環境、まちづくりに
どのように関与し得るのか、戸建て住宅団地の「ソーラータウン府
中」での具体的な試みと成果から学びます。また、そこで採用され
た太陽熱利用システム「OMソーラー」と間取り可変型高性能住宅
「木造ドミノ住宅」の開発を通じて、2050年カーボンニュートラル
に向けた世代を超えるロングスパンの思考のあり方を探ります。
さらに、充実した実証研究について、内外環境・意識調査等に携わっ
た複数の研究者からの実測に基づく報告があります。「外部環境」は
「室内温熱環境」と密接であり、コモンズの構築にも深くかかわる
ということ、つまり、建築単体の外皮性能ばかりでなく、それをと
りまく「周囲の性能」が大切なことに目覚める、設計者にとって、
また住まい手にとっても、興味深いセミナーです。
次の研究者の方々にも登壇をお願いしています。
廣谷純子氏（名古屋女子大学家政学部講師）
熊倉永子氏（国土交通省  国土技術政策総合研究所）

申込QRコード▶

野沢正光建築工房　設計主任
2002 横浜国立大学工学部建設学科卒業
2004 同大学大学院修士課程修了
2004 石黒由紀建築設計事務所入所
2009 野沢正光建築工房入所
野沢正光建築工房にて、ソーラータウン府中、
飯能商工会議所、六本木事務所ビルなど、
戸建て住宅や事務所などを担当。

石黒健太　Kenta Ishiguro

東京都立大学名誉教授
1977 東京都立大学工学部建築工学科卒業 
1979-2020 東京都立大学(首都大学東京)建築学科
主として環境共生建築、省エネ、人体の温熱快適性
などの研究・教育に従事。博士(工学)、一級建築士。
「建築環境学～みつける・つくるバイオクライマ
ティックデザイン～」「建築設計資料集成(総合編
・環境編)パッシブデザイン」等著書多数。
2018-2020 日本太陽エネルギー学会会長

須永修通　Nobuyuki　Sunaga
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2050年カーボンニュートラル実現へ建築家がやるべきことは何か
2050年温室効果ガス排出量実質ゼロを2020年秋に政府が目標として掲げて以来、各分野の動きが急になっています。その実現のためにJIAの建築家が

率先してやるべきことは何なのか。今こそ、環境の形成や持続可能性に関わる専門家として、共に考え、共に答えを出そうではありませんか。
2050年カーボンニュートラル実現のため、JIA会員が先頭に立って建築界の智恵と力を結集して実践してまいりましょう。

2050カーボンニュートラル連続セミナー

＜注意事項＞

＜ 接 続 ＞

★ミーティング参加者名は申込者名としてフルネームとして下さい。
　例：山田花子/漢字等日本語
　参加者名が不正確な場合、CPD単位が付与できない可能性があります
・セミナーは録画しますので予めご了承下さい。
・参加者の方の録音、録画は固くお断り致します。
・諸事情でご視聴頂けなかった場合、主催側の当日対応はできません。
当日17：30～接続できます。直前に集中しないよう早めの接続をお願いします。

・第1回：7/ 8(木) 講師：前真之氏
・第2回：7/15(木) 講師：山田貴宏氏
・第3回：7/22(木) 講師：諸富徹氏
・第4回：8/12(木) 講師：竹内昌義氏・新井優氏
・第5回：8/19(木) 講師：伊礼智氏
・第6回：8/26(木) 講師：田辺新一氏
・第1回：11/11(木) 講師：伊香賀俊治氏
・第2回：11/25(木) 講師：腰原幹雄氏、網野禎昭氏
・第3回：12/16(木) 講師：三浦秀一氏、武部豊樹氏
・第4回： 2/ 3(木) 講師：古川保氏、西方里見氏
・第5回： 3/ 3(木) 講師：岡田早代氏、伊香賀俊治氏
・第6回：04/14(木)講師：鈴木大隆氏
http://www.jia.or.jp/news/detail.html?id=1321

◆第1期セミナー

◆第2期セミナー

◆セミナー動画URL

会 場
定 員
参 加 費
C P D

申込方法
申込URL

：オンライン／ZOOM Webinar
：1000名(PC1000台)／JIA会員・会員外とも可
：無料(複数名同室視聴可)
：ＣＰＤ認定プログラム（2単位）
　※CPD単位付与に必要なCPDIDを申込フォームに必ず記入してください。
：URLをクリック又はQRコードからお申込みください
：https://forms.gle/tLEft3pjNhpxckmEA
　※第2期で申込済みの方は重複申込の必要はありません。

建築物省エネ法と気候風土適応住宅
地域が自ら考え発信するカーボンニュートラル
沖縄を事例とする行政と専門家の協働

第3期のテーマは「まちとカーボンニュートラル」です。脱炭素社会のまちづくりを考えるとき、生産から廃棄に至る
まで環境負荷の小さい建築の集積が基本となります。気候風土が生み出した地域性・文化性の違いからまちづくりの
手法は地域ごとに特徴が出ます。建築物省エネ法告示786号による気候風土適応住宅の認定のうち「二項による認定
(所管行政庁が定めた、その地域独自の基準を満たしていること）」に焦点を当てます。法の成り立ちを理解すると
共に、10年余り地域独自の回答を導くために尽力された沖縄の検討プロセスを学びます。

申込QRコード▶

篠計画工房 代表
東京建築士会理事
JIA環境会議 伝統的工法の住まいWG主査
日本女子大学家政学部住居学科卒業。アルセッド建築
研究所にて一般建築・住宅の設計及びまちづくりに従
事。2009年篠計画工房開設。国交省サステナブル建
築物等先導事業気候風土適応住宅評価委員も務める。

篠節子
Setsuko Shino

有限会社 門 代表取締役
沖縄県立芸術大学 非常勤講師
NPO蒸暑地域住まいの研究会理事長
1966年沖縄県生まれ。大阪、沖縄、東京、イタリア
で建築を学ぶ。1995年門建築都市研究所設立。2005
年有限会社 門に改称。

金城優
Masaru Kinjo

伊志嶺敏子一級建築士事務所代表
沖縄県生まれ。宮古島市平良出身。1970年奈良女子大学
住居学科卒業。上野雄司建築設計事務所勤務の後、東京
工芸大学工学部建築科助手。1978年宮古島市に伊志嶺敏
子一級建築士事務所開設。JIA沖縄支部、沖縄県建築士事
務所協会、沖縄県建築士会宮古支部所属。環境省エコハ
ウスモデル事業　宮古島市エコハウス1・2の設計に従事。

伊志嶺敏子
Toshiko Ishimine

・第3期・
・第1回・


